
反人種差別と霊的普遍主義

――日印ナショナリズムの交差と分岐――

田 辺 明 生＊

1．は じ め に

本論では，19 世紀末から 20 世紀前半にかけてのグローバルな霊性運動と反人種差別との関

係について，特に日本とインドに着目しながら論じる。19 世紀末から 20 世紀初頭にかけては，

日本とインドそれぞれが自分たちは何者であるかを自国の文化と宗教との関係において見直し，

再定義しようと試みた時期である (van der Veer 2001, 2009)。日本とインドは国としての文化的

特異性を示すと同時に，それぞれの文化と宗教に普遍的価値があることを知らしめることに関

心があったのである。これによって，日本とインドでは，「近代仏教」と「近代ヒンドゥー教

(ネオ・ヒンドゥーイズム)」の構築をはじめ，単なる制度や信条を超えた普遍的な「霊的」価値

を追求，主張するさまざまな宗教的運動が展開されることになった。日本とインドの知識人は

「コスモポリタン思想地帯」に参加し，自国が敬われる地位にある新たな世界を構築したいと

願っていた (Bose and Manjapra 2010)。この意味において近代の歴史は「複数の競合する諸普遍

主義の相互作用」として捉えることができるだろう (Bose 2010 : 97-98)。

反人種差別の理念的基盤は啓蒙主義的な人権にあると考えられがちであるが，19 世紀末か

ら 20 世紀初頭にかけての日本とインドでは，帝国的な境界を越えて民族平等を探求する方法

として，霊的普遍主義が重要であった。人間の理性を重んじる啓蒙主義は欧米中心的な人種主

義や帝国主義としばしば結びついていたため，人間存在の内奥に普遍的本質を探求しようとす

る霊的普遍主義は，人間平等を求めるオルタナティブの思想運動として重要な意味をもったの

である。言い換えれば，日本人とインド人は自分たちの「ヴァナキュラー・コスモポリタニズ

ム」，つまり一般抽象的な合理性に基づく普遍主義ではなく，自分たちの情動や信条の普遍的

基盤に基づいたコスモポリタニズムを，霊的普遍主義を通して表現しようとしたのだ (Bhabha
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1996, Bose 2010 : 97)。

19 世紀末から 20 世紀初頭の日本とインドに見られる霊的普遍主義は，いずれも欧米の人種

主義の批判そして自国のナショナリズムを普遍的価値の基盤に確立しようとする動きに関連し

ていたために，互いに共鳴し合った。霊的普遍主義はまた白人・キリスト教・啓蒙主義の優越

主義を批判する国際的な倫理・霊的運動や国際主義の諸機関ともつながっていた。しかし，日

露戦争のころから，日本のナショナリズムとアジア主義は，帝国主義とつながるようになった。

この過程で，日本文明と西洋文明が対等であること，そして日本は他のアジア諸国に対して文

明的に優越することを主張する人種主義的な理論が，日本の植民地支配を正当化するために押

し出されようになった。

一方，インドでは霊的普遍主義に関する議論は，国際的には国家間の平等を実現し，国内に

おいては異なる (宗教，カースト，階級に基づく) 社会集団の調和と共存を実現すべく，反植民

地的な民族運動と強いつながりを保ちながら，その役割を果たしていた。

人種や民族の平等を希求する霊的普遍主義の運動は，二度の世界大戦の勃発により政治的な

重要性を失った。ただしそのような挫折にもかかわらず，霊的普遍主義はユネスコなどの国際

機関や人間の平等性を求める運動において影響力を持ち続けた。人間の平等性の基礎は，多様

である身体にではなく，人間性の本質に求められることから，平等を希求する運動は人間の本

質とは何かを問うこととなった。啓蒙主義の理念は人間の本質として合理性を提示しているが，

この理念は西洋白人男性をモデルとしており，西洋中心主義とつながることも多かったため，

反植民地主義的な人種平等運動は，身体と理性を超えた霊性に人間の本質を求めることとなっ

たのである。

2．19 世紀末アジアのナショナリズムと宗教 ――シカゴ万国宗教会議――

19 世紀末には日本では不平等条約を廃止しようとする運動が，近代仏教運動と連動するよ

うになり，インドでは反植民地主義ナショナリズムが近代ヒンドゥー教の形成と連動するよう

になった。これらの運動はヨーロッパの植民地主義に対抗して，宗教および民族の平等に基づ

いた新たな世界秩序を構築しようという試みであった。

人種の違いを超えた霊性のレベルでの普遍性を求めた運動は，日本やインドといったアジア

諸国の文化的，政治的ナショナリズムと深く結びついていた。すなわち，この時代のアジアの

ナショナリズムは，世界における自国の支配権やプレゼンスを拡大しようとするものではな

かった。主な動機は，自分たちの文化と宗教が価値的に西洋と対等であることを認めてもらい，

そして，政治的・法的にも対等な地位を獲得することだった。このことが明確にわかるのが，

1893 年のシカゴ万国宗教会議での平井金三と (スワーミー・)ヴィヴェーカーナンダの講演であ
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る。

万国宗教会議の日本人参加者の中で，平井は聴衆に最も評価されたと言われている。平井は

1893 年 9月 13日に「キリスト教に対する日本人の真の立場」という題で講演を行った。彼は

キリスト教が日本で不人気なのは，キリスト教が帝国主義や偽善的な態度とつながっているか

らだと指摘した。日本と米国間で結ばれた不平等条約 (日米和親条約，日米修好通商条約) を取

り上げ，その背後にあるキリスト教的倫理観念を批判したのである。キリスト教のそのような

独善的態度とは対照的に，日本の宗教の開かれた総合的な特徴を以下のように述べている。

我が国の歴史の始まりより，日本はすべての教えを開かれた心で受け入れて来た。そし

て外から来た教えは日本固有の宗教と完全に調和し混ざり合った (Hirai 1893a : 444)。

最後に平井は「我々 4千万の日本人の魂は，断固として粘り強く国際的な正義という基盤に

立ち，キリスト教の道徳性に関しては今後明らかになることを待つ」と述べている (Hirai

1893a : 450)。さらに平井は 9月 26日に “Synthetic Religion” (「綜合宗教論」)という二番目の講

演を行った。この中で平井はすべての宗教の一致という見解を説いた。仏教を推進することさ

えやめ，全ての宗教を平等に扱った (Hirai 1893b)1)。

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは万国宗教会議でのすべての講演者の中で跳びぬけた人

気を誇った。平井の「綜合宗教論」に呼応する形で，ヴィヴェーカーナンダは「全ての宗教は

正しい」と論じた。彼は，ヒンドゥー教には様々な宗教が共存しているので，ヒンドゥー教は

開かれた寛容な宗教であると説いた (平野 2009)。そして最後にはヒンドゥー教を超越した，

「普遍的宗教」を説いた。ヴィヴェーカーナンダは次のように語る。

普遍的宗教というものがあるとすれば，その宗教の実体には迫害や不寛容というものは

なく，全ての男性と女性のうちに備わる神性を認めるものであろう (Vivekananda 1893 :

977)。

ここには，霊性を基盤とした近代普遍主義を見ることができる。それは，全ての人間に平等

なる本質として神性が備わっているとし，普遍的な正義を求める思想である。平井とヴィ

ヴェーカーナンダは，自国の文化的ナショナリズムのために，それぞれ仏教とヒンドゥー教の

優位性を主張したとしばしば言われる2)。この見方は全く間違っている訳ではないが，二人の

見解は単なる自民族中心主義的なナショナリズムの主張を超えて，霊性主義に基づいた人間の

普遍的価値を説いたことにも注意すべきである。
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3．日本とインドの文化的交流：アジア的普遍主義を求めて

日本とインドの文化的・霊的な探求は，人種主義と植民地主義を超えた公正な世界を求める

動きと相まって，互いに共鳴しあい，特に岡倉覚三 (天心) (1862-1913)，スワーミー・ヴィ

ヴェーカーナンダ (1863-1902)，ラビンドラナート・タゴール (1861-191) たちのあいだの豊か

な交流が実現した (外川 2013)。ヴィヴェーカーナンダは万国宗教会議で大成功を収めたのち，

米国とその後のヨーロッパへの旅からセイロンを経て 1897 年にインドに帰国した。ヴィ

ヴェーカーナンダはシカゴの万国宗教会議でヒンドゥー教と仏教が再び結束する必要を訴えた。

しかしヴィヴェーカーナンダは 1897年 1月にセイロンを訪れた後，「南伝仏教」(上座仏教) に

対する好意的見解を失った。ところがヴィヴェーカーナンダは後に，彼の思想に起こった「仏

教とネオ・ヒンドゥー教との関係」に関する「全面的な革命」を経験することになる

(Vivekananda 1973c : 172-3)。この革命が起こったのは，岡倉との親交と，死去する 5か月前の

1902年に岡倉と行ったブッダガヤへの旅の影響のためであった (外川 2016, 2017, 2018)。

岡倉は 1902年 1月 6日にカルカッタに到着した。ヴィヴェーカーナンダを日本に招待して

京都で「アジア万国宗教会議」を開催しようと考えてのことであったが，この計画は実現する

ことはなかった。岡倉とヴィヴェーカーナンダは会ってすぐに親交を結び，ヴィヴェーカーナ

ンダは岡倉たちをブッダガヤに連れていった。1月 28 日にガヤに到着し，2月 4日まで滞在し

た。

岡倉とブッダガヤを訪れた後，ヴィヴェーカーナンダは仏教とヒンドゥー教の関係について

新たな視座を得たようだ。ヴィヴェーカーナンダはブッダガヤ訪問の後，歴史上の通念に反し

て「仏教の二つの宗派のうち大乗仏教のほうが古いと信じる」と言った。ヴィヴェーカーナン

ダは，小乗仏教 (上座仏教) は大乗仏教より後に広まり，インドに破壊的で屈辱的な影響を与

えたとして，追放されるべきだと考えた。彼の考える「全面的な革命」に基づく活動内容とは，

ヴェーダーンタ思想の精神と「全ての人民に対するすばらしい共感と慈悲」を受け継ぐ大乗仏

教を，大衆のヒンドゥー教に再び結びつけて捉えることであった。これが大衆のヒンドゥー教

とヴェーダーンタ思想，ヒンドゥー教のインドと大乗仏教のアジアとのつながりを確立する

ヴィヴェーカーナンダの汎アジア的思想の構想だったのだ。

岡倉はインドに 9か月滞在し，ヴィヴェーカーナンダやラビンドラナート・タゴールおよび

その親戚と親交を得た。このことが日本とインドの知識人および芸術家の間での豊かな文化交

流につながったことはよく知られている (Bharucha 2009 ; 稲賀 2002, 2009)。ここに，霊性と美に

基づく「アジア的コスモポリタニズム」を見ることができよう。

岡倉がアジアの芸術と文化の歴史について著した本『東洋の理想 (The Ideals of the East with

Special Reference to the Art of Japan)』(Okakura 1903) は，ヴィヴェーカーナンダおよびタゴール
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との交流に触発されており，アジア的コスモポリタニズムを雄弁に語っている。

アジアは一つである。ヒマラヤ山脈は，二つの強大な文明，すなわち，孔子の共同社会主義

をもつ中国文明と，ヴェーダの個人主義をもつインド文明とを，ただ強調するためにのみ分っ

ている。しかし，この雪をいただく障壁さえも，究極普遍的なるものを求める愛の広いひろが

りを，一瞬たりとも断ち切ることはできないのである (岡倉 1986 : 17)。

これはアジアの多様性とともにその内奥にある霊的普遍主義を指摘するものである。

『日本の目覚め (The Awakening of Japan)』では岡倉の西洋の人種主義と帝国主義への批判は

より明示的になった (Okakura 1904, 岡倉 2012)。岡倉は「黄禍」という非難の反撃として，西

洋帝国主義の「白禍」を批判し，有色人種のアジアの覚醒を呼びかけた。岡倉の思想はアジア

の霊性主義と美に寄り立っていたが，そのことばは後に日本の帝国主義的拡大主義に利用され，

引用されるようになった。岡倉自身の意図は別として，その説くところは，国境を越えた反植

民地主義の普遍的価値を支持することも，アジア諸国の帝国主義的な結束を支持することもで

きたことから，諸刃の剣としての性質を持っていたと言えよう。

ラビンドラナート・タゴールは後に日本のナショナリズムが帝国主義に結びついていったこ

とを厳しく批判したが，岡倉との思い出を以下のように話している。「幾年か前のことです。

私は日本の国から来た一人の偉大な独創的な人物に接したときに，真の日本に出遭いました。

この出遭いこそがベンガルの人々の心を，その後にもその前に起こったことにもまして，貴国

に惹きつけるきっかけとなったことは確かです。私との個人的な関係において，彼の個人的な

影響力において，(天心は) 日本の最高の姿を体現していたのです。最高の姿というのは，そ

れがその愛と共感において，日本の地域や一時的な権益をすべて超越していたからです」

(Tagore 1929)。ここではタゴールが岡倉の汎アジア的な霊性の探求を好意的に評価していたこ

とがわかる。

20 世紀初頭の日本とインドにまたがるアジア的コスモポリタニズムは西洋の人種主義と帝

国主義に批判的であり，アジア諸国が立ち上がり世界に対して価値を証明するべく自分たちの

魂を表現するよう呼びかけた。しかしこの種のアジア的普遍主義は，日露戦争 (1905-1906) 後

の日本では，帝国主義のイデオロギーと結びつくこととなった。

4．日本とインドのナショナリズムの分岐

日本が日露戦争に勝利すると，アジアにおける反植民地主義的ナショナリズム運動に拍車が

かかり，汎イスラーム主義や，汎アジア主義を刺激した (Aydin 2007)。しかしアジア諸国のナ
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ショナリズムの台頭は，同時にそれが日本とアジアが袂を分かつ分岐にもつながって行った。

日本のアジア主義は，日本を西洋と対等な地位に置きアジアの同胞の中で自らを最年長とする

「文明の論理」との関連性を深めて行った。これは日本の探求する価値が，霊的普遍性に基づ

いて創造的多様性を高めようとするアジア的コスモポリタニズムから，物質的発展のレベルに

基づいた進化主義へとシフトしたことを意味する。

日本の態度の変容は，第一次世界大戦後に日本が国際連盟参加の条件として，国際連盟規約

の中に人種差別撤廃を明記することを提案しつつ，同時にアジア・モンロー主義を要求したこ

とにも明確に見られる。このアジア・モンロー主義は「アジア大洋州の文明未開の地域におけ

る日本の移民と通商の自由を担保し，東亜における日本の特別な権益を認める」ことを求める

ものだった。人種差別撤廃提案は否決されたが，アジア・モンロー主義の大部分は認められ，

赤道以北の元ドイツ領ミクロネシア諸島は日本の委任統治領となった。

人種差別撤廃提案は日本では大衆からの支持を得ていた。人種平等の運動はもともとアジア

主義を推進していた内田良平と田鍋安之助が 1914 年 12月に結成した国民外交同盟会が主導し

ていた。この同盟会が市民社会から 37団体を集め，1919年 2月 5日「人種平等同盟」を設立

し，社会的意識を高めて行った。ただし様々なアジアの人々との霊的・文化的連帯を模索して

いた日本のアジア主義は，日本の帝国主義による支配の論理に取って変わられてしまった。

岡倉の腹心の友であるタゴールは，1916 年に日本と米国で行った講演で，日本の帝国主義

的野望を厳しく批判した。彼の見解は『ナショナリズム』(Tagore 1917) という本で出版され

た。タゴールは創造的多様性の肯定を呼びかけ，ナショナリズムを国家の同質性を強要する方

法として批判した。タゴールの見解は反植民地主義を超えたコスモポリタニズムの視点をもっ

ていた。しかし日本はすでに聞く耳をもたなかった。

インドではブラヴァツキー夫人を引き継ぎ 1907年に神智学協会の会長に就任したアニー・

ベサントがナショナリズム運動に関与し始め，インド国民会議に参加した。第一次世界大戦中，

ベサントはインドの民主化と大英帝国内での統治権を呼びかけ「全インド自治同盟 (All India

Home Rule League)」を発足させた。これによりベサントは，1917年インド国民会議の議長に

選出されることになる。スワーミー・ヴィヴェーカーナンダの弟子であるアイルランド人女性

のシスター・ニヴェーディターもまたナショナリズム運動では重要な役割を果たした。ニ

ヴェーディターは岡倉天心の『東洋の理想』に序文を寄せ，またベサントおよび初期のナショ

ナリスト運動に大きく貢献したオーロビンド・ゴーシュなどベンガルの若き革命家の支援をし

た (稲賀 2005)。ゴーシュは後に著名な聖人シュリー・オーロビンドゥとなり，その組織はマ

ザーことフランス人女性ミラ・アルファサ (1878-1973) によって引き継がれた。アルファサは

4 年間日本に滞在し，最後の一年 (1919-1920) は夫のポール・リチャード (1874-1967) と共に，

大川周明の家で暮らした経験を有する (吉永 2008)。オルタナティブな普遍を求める霊的探求
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と政治運動は，グローバルに広がるさまざまな人的ネットワークによって相互的に絡み合って

いたのである。

5．霊的普遍主義と国際主義

霊的普遍主義は，20 世紀ヨーロッパにおける教育分野でも重要であった。グスタフ・スピ

ラー (1864-1940) とフェリックス・アドラー (1851-1933) は 1908年にロンドン大学で万国道

徳教育会議を開催した (International Moral Education Congress 1908)。この会議でスピラーとア

ドラーは普遍的人種会議 (Universal Races Congress) を提唱し，ロンドンで 1911年の開催にこ

ぎつけた (Spiller 1911)。第一回普遍的人種会議には多くの学者や活動家が参加した。この会議

は科学と宗教の交差という特徴を有するが，そこで両者を結びつけたのは倫理的・精神的な価

値観であった。倫理的・精神的な普遍主義こそが，科学と宗教の限界を超え，両者を結びつけ

るものとされたのである。シスター・ニヴェーディター (本名マーガレット・ノーブル) は

「The present position of woman (女性の現在の地位)」について，米国文化人類学の父と呼ばれ

るフランツ・ボアズ教授は「Instability of human types (人間の類型の不安定さ)」について，近

代黒人解放運動の父W. E. B. デュボイスは「The negro race in the United States of America

(アメリカ合衆国のニグロ人種)」について講演した。この会議にはアディヤール神智学協会の会

長アニー・ベサントも参加していた。会議の名誉総務委員会の委員にはエミール・デュルケー

ム，M. K. ガーンディー，姉崎正治も名を連ねていた。姉崎は英学塾オリエンタルホールで平

井金三から学んでおり，東京大学宗教学講座の初代教授であった。この場では，反人種主義運

動，反植民地主義，倫理・霊性の運動，学術・教育などの，オルタナティブな普遍を求める異

種混淆的なさまざまな試みが交錯していたことに留意することが重要である (Spiller 1911)。

一連の万国道徳教育会議は，国際知的協力委員会と密接な関係のあるハーグの International

Bureau of Education (国際教育局，ジャン・ピアジェが 1929-1968年まで局長を務める。1969年にユ

ネスコに編入) の設立に影響を及ぼした。国際知的協力委員会には，ベルクソン，アインシュ

タイン，キュリー夫人，タゴール，新渡戸などが参加していた。この組織は第二次世界大戦後

には，後にユネスコに発展し，人種差別の世界的な闘いに重要な役割を果たすことになる。

世界的な教育分野で大きな役割を果たしたもう一つの組織は新教育フェローシップ (NEF)

(1921年創設) であった。NEFの起源は神智学教育友愛組織に遡る。NEFは霊性にひらめきを

得た教育専門家たちと，カール=グスタフ・ユング，ジャン・ピアジェ，ジョン・デューイと

いった心理学や教育学の大家を結びつける役割をした。NEF はユネスコの創設にも深い影響

を与えた (岩間 2008)。

このように，全ての人種と宗教の平等に基づいた戦後の国際主義の基礎には，国際的な霊的
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普遍主義の諸系譜が関わっている。これは特定の宗教的理念や啓蒙主義のリベラルな合理主義

で世界を変えようという試みであったというよりも，むしろ多様な思想や理念を含む異種的な

諸運動が出会う場であった。霊性と倫理というオルタナティブな価値への探求は，権力と富へ

の執着を超えた，平等と多様性と友愛に満ちた世界を想像しようとするこれらの運動において，

重要な位置を占めていたのである。

6．結 論

戦後の日本で霊的普遍主義は，左派により日本の帝国主義や人種差別的イデオロギーを招い

たとして非難されるか，右派により日本が西洋の人種主義や植民地主義からアジアを解放しよ

うとした試みであったと称賛されるかであった。この論文では，日本における霊的普遍主義の

社会政治的役割が，西洋による日本の人種差別的扱いを批判する理念的根拠から，日本の帝国

主義的イデオロギーの一部へとなっていった歴史的変容を示した。ただし，日本の霊的普遍主

義は，反植民地主義と反人種主義運動で重要な役割を果たしたインドの霊的普遍主義とも重要

なつながりを有していたのであり，アジア的コスモポリタニズムという豊かな文化活動の一部

を成していた時期もあった。さらに霊的・倫理的探求のトランスナショナルな動きは，のちの

ユネスコ設立につながった戦間期の国際主義的運動とも密接なつながりを有していた。これら

のことは，反人種主義の歴史において霊的普遍主義が果たした重要な役割を再評価する必要が

あることを示唆しているように思われる。

註

1 ) 平井金三については，吉永・野崎 (2005)，野崎 (2005), (2007), 吉永 (2007) などを参考の

こと。

2 ) 平井金三のナショナリズムについては野崎 (2005) を参照のこと。ヴィヴェニカーナンダとイ
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要 旨

反人種差別の理念的基盤は啓蒙主義的な人権にあると考えられがちであるが，19 世紀末から

20 世紀初頭にかけての日本とインドでは，帝国的な境界を越えて民族平等を探求する方法とし

て，霊的普遍主義が重要であった。さらにそれはグローバルな反人種差別運動とも結びついて

いた。こうした霊的普遍主義の思想運動の系譜は，日印のナショナリズムだけでなく，戦後の

ユネスコに至る反人種差別的なヒューマニズムの倫理にも影響を与えていた。

キーワード : 反人種差別，霊的普遍主義，啓蒙主義，ヒューマニズム，ナショナリズム

Abstract

This paper discusses the relationship between spiritual universalism and anti-racism in

Japan and India in the late nineteenth and early twentieth centuries in the context of global

ethico-spiritual movements and how such movements have significantly influenced global

movements against racism in the twentieth century. Although the ideational basis of anti-racism

is often seen to rest on the equality of human rights associated with the Enlightenment and

rationality, I would like to argue that in late nineteenth to early twentieth-century Japan and

India, spiritual universalisms were often the means through which recognition of equality was

pursued across cultural, national and imperial borders. Since the Enlightenment philosophy,

which posits rationality as the essence of humanity, often also provided the basis of Euro-white

supremacy, the movements that pursued racial equality sought human essence in something

beyond the body and rationality. While spiritual universalism came to form a part of Japanese

imperialist ideology from 1930s, it is worth noting that its other lineages supported not only

non-violent nationalistmovement in India but also the anti-racist, humanistmovement that went

alongwith the interwar and postwar internationalism leading to the establishment of UNESCO. It

is necessary, therefore, to examine the details of the conditions under which spiritual

universalisms play a role in promoting equality of races, or become linked with racist and

imperialist ideology.

Keywords : anti-racism, spiritual universalism, enlightenment, humanism, nationalism
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